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世界を多角的な視野で見据えるためのグローバル教育

論理的思考力を育てる探究プログラムと、複雑な社会課題に取り組むSTEAM教育

自学創造
本校の創立者・安田善次郎翁は、明治・大正時代を通して、金
融・生損保・不動産を中心に、一代で「安田財閥」を築き上
げ、金融・経済界の発展に多大な貢献をした人物です。本校
は1923年、「実業界の有用な人物の育成は、社会貢献の基
礎である」という創立者の信念に基づいて創立し、今年で
103年目となります。常に社会に必要な人材を育成すると
いう使命のもと、2012年に「自学創造」を教育目標に追加。
工業・商業系の科を廃止して普通科のみの進学校となり、グ
ローバル化する社会に適応するための学びを提供していま
す。また、2014年に男子校から男女共学化し、時代の流れ
に沿った進化を続けてきました。地域に貢献し、期待を
持ってもらえるような学校になろうと頑張ってきた中で、
生徒たちにも学校の取り組みが受け入れられ、大学進学実

績も年々良い結果が出てきて
います。しかし、大学受験の結
果はあくまでも通過点です。
生徒一人ひとりが自分自身の
将来をしっかり考えた上で進
路を決めてほしい。そのため
に教員がサポートし、関わって
いく方針で、具体的な夢を持
ち、それを実現するために強い意志を持って進路を選択で
きる生徒が増えてきています。本校では「仮説力」「協創力」
「実行力」「自己統制力」「人間力」の5つの力を育むことで、
未来を生き抜く力を持ったグローバルリーダーとして成長
できるよう、導いています。

登校
8：15 購買

特待

同校の学びは「学校完結型」であるこ
とが特徴です。基礎学力を身につける
ために英語と数学は原則週4回、朝
15分間の「チェックテスト」を実施。
テストに合格できなかった生徒は放
課後補習を受けるシステムとなって
おり、わからないところを残さずに少
しでも高いレベルで授業が受けられ
るように、学校生活の中で学びを完結
できるよう導きます。中1・中2では、
年5回の定期試験前の1週間を「独習
ウィーク」とし、定期試験に向けた学
習計画を立てて、朝と放課後の時間を
利用して自習を行います。長期休みに
は英語・数学を中心とした夏期講習、
冬期講習を行い、それまでに学んだ学
習内容を総点検したり、課題をベース

に弱点克服を目指し、プラスαの学力
を身につけます。また、高2の3学期に
なると、志望大学群別に特化した講座
を受講し、志望大学の進路実現に向け
た進学力を高めます。こうした講座は
外部委託ではなく、同校の教員がすべ
て担当しています。もちろん、希望の
進路によっては塾や予備校を利用す
る生徒もいますが、最大限学校を活用
して進路を実現することができる学
習環境となっています。放課後は
19時45分まで自習室を利用すること
が可能です。
同校では対話を重視し、教員同士、教
員と生徒などのコミュニケーション
を大切にしています。教員と生徒の距
離が近く、二者面談の機会を多く設け

ています。教員と生徒の相互信頼によ
り、生徒が自立して考え、行動する学
校になると考えています。さらに三者
面談やPTA懇談会など、保護者とのコ
ミュニケーションも重視しています。

2026年3月の卒業生は国公立75名（9）、早慶上理ICU・医
学部163名（27）、GMARCH370名（32）※。国公立大学合
格者は中高一貫生が多く、特に東大合格者はすべて中学か
ら入学した生徒です。同校が国公立大学受験に求められる
「総合力」をしっかり育てようと取り組んできた結果が数
字となって表れています。医学部・医学科への進学も男女
ともに増加中です。チェックテスト、放課後講座など「学校
完結型」の学習への取り組みが学力の底上げにつながって
いると考えています。また、入試で総合型選抜を利用する
生徒は同校の探究授業などを通じて、書く力、分析する力、
発表する力などを身につけ、受験に役立てています。こう
した実績に伴って、中学受験者も年々増加し、その学力層も
上がってきている傾向です。同校は「城東地区で一番の進
学校」を目指し、自身を高め、進路を自分の力で切り拓くこ
とのできる生徒を育成しています。
※（）内は既卒生。
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JR総武線
「両国駅」 
徒歩6分

都営大江戸線
「両国駅」 
徒歩3分

都営浅草線
「蔵前駅」 
徒歩10分

〒130-8615 東京都墨田区横網2-2-25
TEL.0120-501-528

学校説明会
 9 /12(土)・ 9 /26(土)・
10/10(土)・11/ 7 (土)

入試傾向と対策
12/5(土)・1/9(土) 
安田祭
9/5(土)・6(日)

※各イベントは全てHPより要予約

校長　稲村 隆雄
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国公立
私大（医-医）
早慶上理ICU
GMARCH・関関同立 企業訪問など安田系法人との連携も

同校のキャリアデザイン教育は生徒の自立に向けて、
社会的・自我的成長の両面を促し、将来の「なりたい
自分」や生き方を考えることによって、大きく強い志
を育てています。中1の段階から自己理解と働く意義
について学び、様々な企業の方を招致し、講演やワー
クショップを通じて広く社会について学び、自己の興
味関心への理解へとつなげます。高1では安田財閥
の系譜をひく幅広い業種の企業を訪問する機会も設
けています。こういった企業の方々が学校法人の理
事・評議員にも名を連ね、金融、生保、不動産、電気・通
信など分野は多彩。実業界のリアルを語る講演会や

文化祭への企業ブース出展もあり、生徒たちが職業と
生き方を考える道標となっています。
例年高2の家庭科の授業内で実施される明治安田生
命保険相互会社の出張授業では進学・就職後の家計シ
ミュレーションから、税金と社会保障などについて学
び、金融リテラシーを高めます。中学段階から職業と
学問の関係を理解しながら将来像を明確に描き、その
ヴィジョンをもとに大学の学部学科を知り、志望大
学を具体的に考えます。「なりたい自分」を「なれる自
分」に高め、自分の道を自分で切り拓くことのできる
人を育てます。

基本的な英語学習法の習得、学習習慣の形成か
ら丁寧に指導するとともに、書く、読む、聴く、
話す(やりとり・発表)の4技能5領域をバラン
スよく取り入れた授業を展開。実用的な英語
コミュニケーション能力を身につけるため、ネ
イティブ教員による授業の時間も重視してい
ます。英語力の習熟度目安として学年ごとに
英検取得級の目標を立て、中3で約84%の生徒

が準2級以上に合格。高3では61名の生徒が
準1級を取得しています。
また、中3から高2まで毎週35分間、「オンライ
ン英会話」の授業でネイティブスピーカーと英
語のみでコミュニケーションを取っています。
マンツーマンのレッスンでは英語しか用いる
ことができないので、自然に「話して、聴く」習
慣が身につきます。

海外を直接体験する機会も、中3でのニュー
ジーランド短期留学、高2でのオーストラリア
修学旅行といった全員参加可能なプログラム
をはじめ、希望者対象のニューヨーク、ニュー
ジーランド、オーストラリアを中心とした研修
やターム留学が用意されており、夏休みと冬休
みに韓国の高校生と互いに訪韓、訪日して交流
する日韓交流プログラムも実施しています。

明治安田生命による金融の授業

個人やグループで気づいた疑問について、仮説
にもとづく科学の方法を活用し、論理的思考力
を育てる「探究プログラム」に加え、近年、実社
会の課題解決に活かすための方法論でもある
「STEAM教育」にも力を入れており、「STEAM・
探究教育」という取り組みを、実践しています。
探究プログラムでは、仮説検証と考察を通じて
論理的に探究する力を養います。中1の自然科
学（生物採集）、中2の社会科学（トキの生態調
査）、中3の地域比較（墨田区・京都でのフィー
ルドワーク）とステップアップしていき、高校
ではゼミ形式の個人探究へ移行、自ら設定した
学問研究を深め、その後の進路や生き方を見出
すきっかけにもなります。
生態学のゼミに所属していた高2の生徒は「常
緑樹の葉の老化がアレロパシー効果を誘発す
る」をテーマで探究活動を行い、「第10回高校
生国際シンポジウム」へ応募。ポスター部門で
最優秀賞を受賞、「グローバルリンクシンガ
ポール2025」にも出場し、海外で発表も行いま
した。

STEAM教育では、幅広い学問域を横断しなが
ら授業を展開しており、実社会と各教科の学び
を結びつける課題に取り組んでいますが、「生
物クラブ」「サイエンスクラブ」「エレクトロニ
クス技術クラブ」といったクラブでのコンテス
ト上位入賞や学会誌への研究掲載といった実
績でも、めざましいものがあります。
そういった状況も受け、理数領域でのさらなる
充実のために、理科室を南館の2フロアに増設
し、実験環境を拡充しました。
生物クラブは２年連続で国際学生科学技術
フェア（ISEF）に日本代表として出場。ISEFは
世界60以上の国や地域から1,700人以上の高
校生が集まり、研究成果を競う世界最大の国際
科学コンテストです。米国・アリゾナ州で開催
されたこの舞台で、「ミツバチの栄養交換を誘
発する触角ムーブメントの解析」をテーマにし
た研究をプレゼンテーションしました。
同校は、文理横断的な融合教育によって大学受
験の枠にとどまらない、実社会で新たな価値を
創造できる人材の育成を目指しています。

グローバルリンク
シンガポール2025

日韓交流プログラムニューヨーク研修ニュージーランド短期留学

国際学生科学技術フェア
2026

フィールド探究
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